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東芝テック（株）静岡事業所（大仁）東芝テック（株）静岡事業所（大仁）　サイトレポート情報　サイトレポート情報

所在地　：　　静岡県伊豆の国市大仁５７０ 　

主要製品：　ＰＯＳシステム、電子レジスター、バーコードプリンター　等

ＩＳＯ１４００１認証取得：１９９７年６月、最新更新年月：２００９年６月
（ＩＳＯ認証番号：ＥＣ０８Ｊ００２２ ）

敷地面積： 66,170ｍ２、建家面積： 42,018ｍ２、緑化率25.4％

ごあいさつごあいさつ

２０１０年度の環境の主な取組み２０１０年度の環境の主な取組み

製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介

環境コミュニケーションの紹介環境コミュニケーションの紹介

設立　　： １９５０年２月、従業員：1, 286人（２０１１年３月現在）　

環境保全責任者　髙井真仁

電子レジスター
MA-500

《省エネ》
　・基板構成高集積化により
　　待機電力を約20%削減。

《省資源》
　・本体質量を約16%削減。

《化学物質管理》
　・鉛フリーはんだ、クロムフリー
　　鋼板の採用。

マルチカード端末
IP-4500

《省資源》
　・設置面積を約44%削減し、

　　業界最小を実現。
　・本体質量を約40%削減。
　・梱包質量を約50%削減。

《化学物質管理》
　・鉛フリーはんだ、クロムフリー
　　鋼板の採用。
　・プリント回路基板にハロゲン
　　フリー材を採用。

縦型スキャナ
IS-890T

《省エネ》
　・表示部にLEDバックライト

　　採用により消費電力を削減。
《省資源》
　・筐体の一部に再生プラスチッ
　　クを採用。
《化学物質管理》
　・ LEDバックライト採用により

　　水銀を全廃。
　・プリント回路基板にハロゲン
　　フリー材を採用。

※数値は従来商品との比較

２０１０年４月より、三島、三福、大仁の３拠点を統合し、東芝テック（株）
静岡事業所として再編成されました。その中で、当サイトは 、自然豊かな伊
豆半島に位置し、富士・箱根・天城の山々を仰ぎ、狩野川の清流と緑豊かな
自然環境に恵まれた立地条件の中で事業を行っています。
　事業所では、ＰＯＳシステム、電子レジスターなどの流通情報システム機
器の開発・製造・サービスを行っており、これらによる環境に対する影響を
低減するため環境保全活動を推進しています。

☆ＩＳＯ１４００１環境マネジメントシステム
　　１９９７年６月に認証取得、２０１０年６月に定期審査実施。
☆省エネルギー
　　電力量目標　６００万ｋＷｈ　⇒　実績　６０６万ｋＷｈ
☆廃棄物の削減
　　廃棄物総排出量目標　５２５ｔ　⇒ 　実績　５２７ｔ
　　最終処分率は０．０６％
☆環境調和型製品の開発
　　新商品のファクターＴ目標２．２０　⇒　実績　３．１６　達成
　　新商品において環境自主基準適合
☆全員参加・啓発活動の展開
　　環境月間・３Ｒ推進月間・省エネ月間による環境啓発活動、環境ニュース配布
☆地域との協調
　　ペットボトルキャップ寄付、プルタブ寄付、社会貢献基金寄付、清掃、ボランティア活動の参加

・静岡事業所（大仁）環境報告書の発行：２００４年度より毎年発行
・地域との交流（参加）：小さな親切運動（１回：９月、他３回は雨で中止）　　
　　　　　　　（主催）：納涼際開催（８月）
・地域との協調　　　　：ペットボトルキャップ寄付（約1５万個：３７６ｋｇ）
　　　　　　　　　　　　でＮＰＯ法人より感謝状
　　　　　　　　　　　　（このｷｬｯﾌﾟで188人分の世界の子供のﾎﾟﾘｵﾜｸﾁﾝを寄付）
　　　　　　　　　　　　伊豆の国市田京幼稚園に社会貢献基金寄付（加湿器、図書寄贈）
・自治体等主催行事参加　：ライトダウンキャンペーン参加（広告灯の消灯、６月、８月）
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環境方針環境方針
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環境負荷データ環境負荷データ

エネルギー使用量（単位：ＫＬ） ＣＯ２排出量（単位：トンーＣＯ２）

水の使用量（単位：千ｍ３） 排水量（単位：千ｍ３）

廃棄物最終処分量と最終処分率（単位：トン、％）

主な廃物名：酸、汚泥、金属、ガラス、ブラスチック、油等

廃棄物総発生量（単位：トン）

化学物質削減対象物質の取扱量（キロ） 化学物質削減対象物質の排出量（キロ）

主な化学物質：エタノール、ＩＰＡ、アンチモン化合物
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遵法管理状況遵法管理状況

＜排水測定結果＞　特定施設無し（自主測定）、河川（狩野川）へ放流

＜大気測定結果＞　特定施設無し

＜環境事故・指導指摘・苦情の有無＞

なし近隣住民からの苦情の有無

なし行政からの指導・指摘の有無

なし工場周辺や地域での環境問題発生の有無

なし環境事故発生の有無

状況

月１回0.725最大160（平均120）ＢＯＤ（ｍｇ／㍑）

２年１回＜0.288（水濁法）フッ素（ｍｇ／㍑）

２年１回0.760最大120（平均60）窒素（ｍｇ／㍑）

月１回2.040最大200（平均150）ＳＳ（ｍｇ／㍑）

年１回0.7120最大160（平均120）ＣＯＤ（ｍｇ／㍑）

年２回7.45.9～8.55.8～8.6（水濁法）水素イオン濃度(pH)

測定頻度実測値自主管理値規制値

対象外対象外対象外対象外ばいじん（mg/Nm3）

対象外対象外対象外対象外ＳＯｘ（Nm3/ｈ）

対象外対象外対象外対象外ＮＯｘ（ppm）

測定頻度実測値自主管理値法規制値

＜騒音・振動測定結果＞　特定施設　騒音：空気圧縮機施設（ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ）、振動：空気圧縮機施設（ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ）

年１回22.16565敷地境界：夜

年１回33.17070敷地境界：昼
振動（ｄＢ）

年２回43.55555敷地境界：夜

年２回49.56565敷地境界：昼
騒音（ｄＢ）

測定頻度実測値自主管理値規制値測定場所：時間

＜その他測定結果＞ （下水道法：主な測定結果）特定施設無し（自主測定）

年４回49.8550600ＳＳ（ｍｇ／ℓ）

年４回43.4550600ＢＯＤ（ｍｇ／ℓ）

年４回8.15.2～8.85.0～9.0水素イオン濃度(pH)

測定頻度実測値自主管理値規制値
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環境目標環境目標

環境環境目的目的

２０１１年度のサイトの主な環境目標

２０１２年度のサイトの主な環境目的

５００ｋｇ以下エタノール使用排出量化学物質管理

５２５トン以下

０．１％以下

総発生量

最終処分率

資源の有効活用

６００万ｋＷｈ以下電力量地球温暖化の防止

2011年度目標指標推進項目

５００ｋｇ以下エタノール使用排出量化学物質管理

５２５トン以下

０．１％以下

総発生量

最終処分率

資源の有効活用

５９４万ｋＷｈ以下電力量地球温暖化の防止

2012年度目標指標推進項目


